



























































































カルテ記載を簡潔にかつ適切に行うようにするため平成 24 年 1 月
に医学管理料算定システム（以下、算定システム）を導入すること
になった。
【結果・考察】この算定システムは、指導料ごとに条件を設定する
ことができ、カルテを閉じる時点でその条件を満たしておれば自動
的にポップアップされ、そこで医師が記事記載し、指導料をオーダー
することができるシステムである。算定システム導入当初は診察終
了時に指導料の候補がうまくポップアップされず医師のオーダーが
できないため、医事会計システムに指導料が反映されないことや、
どの患者さんもポップアップされるため、医師から「手間がかかる」
という苦情もあった。改善策として、各指導料の設定を再度見直し、
また運用方法を変更し対応していった。そうすることにより、適切
なポップアップ条件となり、確実に算定できるようになった。それ
でも全てが算定できているわけではなく、今後の更なる対応が必要
である。また、導入後の算定システムに対する意見を聞くために、
医師向けアンケート調査を実施した。導入前と導入後の指導料の算
定件数とアンケートの結果を報告する。
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【はじめに】平成２５年度に本社特別監査が実施されました。その
指摘事項として「固定資産台帳と現有資産の突合」があり、約半年
かけて取り組みましたので報告します。固定資産とは、その取得価
額が２０万円以上で耐用年数が１年以上のもので、有形と無形があ
ります。【現状】平成２４年度決算書類において、有形固定資産は
医療用器械備品１１４８、その他の器械備品１９５、その他の有形
固定資産２４を計上していました。会計課の固定資産台帳管理番号
等は現物には全く貼付されていませんでした。
【基本方針】取組を進めるうえでのコンセプトとして３つを基本に
しました。１．チームで取り組む（用度課・ME センタ ・ー会計課）。
２．コストをかけない。（新たなシステム導入等をしない。）３．取
り組みを継続し精度を高める。
【方法】医療用器械備品については、ME センターで個別に作成し
貼付していたシールに固定資産台帳番号枠を新たに作り、印字でき
るようにした。その他器械備品等は会計課にて固定資産台帳番号
シールを新たに作成し、用度課にて各部署の現物に貼付することに
した。
【結果】平成２３年１０月以降の医療用器械備品は全てシールを貼
り替え、それ以前のものは ME センターのシステムに固定資産台
帳番号を登録した。その他器械備品等については用度課にて全て貼
付した。
【今後に向けて】固定資産管理を定着させるために、１年に１回各
部署に固定資産台帳を配布し現物確認をするようにする予定です。
また、購入時の固定資産登録も管理が容易になるよう１セット単位
に登録をするように変更しました。職員には会報にて、廃棄する場
合の手続を周知し日頃から管理をするようにしております。概ね固
定資産を管理する体制はできましたが、この手法を継続することが
大切なので関係各課を中心に更に取り組んでいきたい。
